
日
本
中
国
友
好
協
会
第
68
回
大
会
が
、

６
月
１
～
２
日
東
京
都
台
東
区
民
会
館

で
、
全
国
か
ら
２
５
８
名
の
代
議
員
、

評
議
員
等
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
13
名
、
西
支
部
か
ら
５
名

が
参
加
、
初
日
の
全
体
会
議
で
は
大
阪

府
連
山
本
副
会
長
が
米
・
中
貿
易
摩
擦

の
本
質
を
、
中
国
に
体
制
転
換
を
求
め

る
異
常
な
攻
撃
に
あ
る
と
、
佐
藤
倫
理

城
北
支
部
長
は
２
月
の
新
支
部
結
成
に

つ
い
て
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
の

分
散
会
は
21
の
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
、

13
名
が
分
れ
て
討
論
に
参
加
し
ま
し
た
。

大
村
会
長
は
中
国
建
国
70
年
、
改
憲

阻
止
と
日
中
友
好
の
大
切
さ
を
訴
え
ま

し
た
。
中
国
大
使
館
の
倪

健
参
事
官

は
協
会
の
一
貫
し
た
不
再
戦
平
和
活
動

と
国
民
の
中
で
の
日
中
友
好
活
動
を
評

価
さ
れ
、
民
間
交
流
を
今
後
と
も
進
め

て
行
く
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
の
発
言
は
、
帰
国
者
２
世
の

生
活
支
援
に
つ
い
て
多
く
の
発
言
が
あ

り
、
川
崎
支
部
結
成
と
１
０
０
０
名
を

め
ざ
す
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
宣
言
は
若
い
女
性
評
議
員
が
提

案
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
、
大
会
は
井
上

久
士
新
会
長
を
選
出
し
終
了
し
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
30

年
会
員
と
し
て

西
支
部
、
植
田

智
子
・
小
林
明

美
・
原
久
仁
壽

の
３
氏
が
表
彰

さ
れ
、
機
関
紙

コ
ン
ク
ー
ル
で

大
阪
府
連
通
信

が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

５
月
29
日
府
連
文
化
講
座
シ
リ
ー
ズ

第
１
回
講
演
会
、
漢
詩
、
漢
文
に
親
し

も
う
ー
元
号
「
令
和
」
に
も

ふ
れ
て
ー
が
開
か
れ
33
名
が

熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

中
国
古
典
文
学
研
究
者
の

下
定
雅
弘
岡
山
大
学
名
誉
教

授
は
、
新
元
号
「
令
和
」
は

中
国
の
古
典
世
界
に
お
け
る

由
緒
正
し
い
語
で
、
現
代
の

世
界
と
社
会
に
最
も
必
要
な

共
生
の
思
想
を
具
現
し
た
も

の
と
し
て
、
漢
字
文
化
圏
の

共
同
の
標
語
た
る
に
ふ
さ
わ

し
い
、
や
さ
し
く
麗
し
い
意

義
を
持
つ
言
葉
だ
と
、
多
く

の
資
料
を
解
説
し
な
が
ら
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
文
学
の
基
本
に
つ
い

て
、
漢
語
は
漢
民
族
の
言
語

で
、
中
国
人
の
９
割
以
上
が

話
し
て
い
る
。
漢
語
の
構
成

な
ど
と
、
「
律
詩
」
の
３
つ

の
規
則
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
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日
中
68
大
会

帰
国
者
２
世
の
生
活
支
援
を
よ
び
か
け

城
北
新
支
部
結
成
を
発
言

大阪府連通信
2019年 6月号

日本中国友好協会

大阪府連合会
〒530-0012
大阪市北区

芝田2-3-19

東洋ビル本館207

TEL06-6372-8131

FAX06-6372-8132

郵便振替口座

00970-5-8978

E-mail: info@

jcfaosaka.org

http://

jcfaosaka.org/

令
和
元
年
５
月
19
日
、
大
阪
市
北

区
の
中
津
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多

目
的
室
で
、
西
支
部
主
催
『
太
極
拳

学
習
実
践
講
座
』
に
33
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
指
導
は
恒
岡
正
勝

先
生
、
テ
ー
マ
は
「
動
け

る
身
体
を
つ
く
る
」
。
人

間
の
骨
格
や
ゆ
る
め
て
身

体
を
動
か
す
こ
と
、
正
し

い
姿
勢
で
立
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

骨
格
図
や
筋
肉
図
を
見

な
が
ら
、
目
で
見
る
こ
と

も
、
簡
単
に
触
れ
る
こ
と

も
で
き
な
い
深
層
筋
や
関

節
に
様
々
な
方
法
で
意
識
の
焦
点
を

当
て
て
い
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

二
人
で
ペ
ア
を
組
み
、
お
互
い
に

身
体
に
触
れ
て
意
識
を
導
き
ま
す
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
確
か
に
可
動
域

が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
今
ま
で

身
に
つ
い
た
「
（
誤
っ
た
）

常
識
」
も
修
正
し
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
掌
の
回
外
・
回

内
は
手
首
で
は
な
く
肘
関
節

か
ら
、
膝
関
節
は
膝
頭
よ
り

も
も
っ
と
下
に
あ
る
、
仙
腸

関
節
は
実
は
動
く
な
ど
。

本
当
は
太
極
拳
の
練
習
で

一
番
大
切
な
基
本
功
。
い
わ

ゆ
る
筋
ト
レ
で
使
う
表
層
筋

を
動
か
す
と
、
今
回
テ
ー
マ

の
深
層
筋
は
動
き
ま
せ
ん
。

午
前
中
二
時
間
、
午
後
二
時

間
半
、
普
段
使
わ
な
い
深
層
筋
を
使
っ

た
夜
の
眠
り
は
と
て
も
心
地
よ
い
も

の
で
し
た
。

柳
川

晋

太
極
拳
の
基
本
原
理
と
身
体
つ
く
り
講
座

６月２３日（日）13：30

国労会館 議案書は別紙で提案

仲間増やしや不 再戦平和、文

化活動など討議・交流します。

終了後、懇親会（会費3,000円）

第６５回大阪府連大会 を告示します

大阪府連会長 渡辺武

恒
例
と
な
っ
た
「
花
の
き

り
え
展
」
は
、
梅
雨
も
真
近

の
６
月
４
日
～
９
日
、
長
居

植
物
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

全
大
阪
き
り
え
連
絡
会
の

秋
の
「
全
大
阪
き
り
え
美
術

展
」
と
並
ぶ
、
花
を
主
題
と

す
る
き
り
え
展
。

今
年
も
49
人
の
作
者
が
こ

の
１
年
で
見
つ
け
た
珍
し
い

花
や
愛
ら
し
い
花
、
風
景
の

中
で
出
会
っ
た
優
し
い
花
々
を
き
り

え
で
美
し
く
表
現
し
ま
し
た
。

バ
ラ
や
ひ
ま
わ

り
、
紫
陽
花
、
桜

や
牡
丹
な
ど
な
じ
み

の
花
も
、
繊
細
に
大

胆
に
個
性
的
な
表
現

一
杯
で
す
。

リ
ス
ボ
ン
の
夾
竹

桃
や
五
箇
山
の
立
葵
、

山
田
池
の
ハ
ス
や
葛

城
山
の
ツ
ツ
ジ
な
ど
、

風
景
の
中
の
花
の
描

き
方
に
も
そ
れ
ぞ
れ

の
工
法
が
見
え
て
、

来
場
者
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

前
田

尋

花
の
き
り
え
展

描
き
方
に
工
夫
が

下
定
講
演
会

令
和
を
解
説

６月３０日（水）１４時から

日中文化教室２０５号室

講師：近藤好幸さん

参加費 １０００円（材料代を含む）

初心者の方大いに歓迎、懇切丁寧な

指導です。道具などお貸しします。

きりえで創るうちわ講習会



厦
門
で
は
、
宣
門
必
思
厦
門
火
车
酒

店
（i

b
i
s

ホ
テ
ル
）
に
宿
泊
。
有
名

な
ホ
テ
ル
で
な
く
ネ
ッ
ト
予
約
し
た
ホ

テ
ル
。
ど
の
よ
う
な
ホ
テ
ル
か
心
配
し

た
が
、
完
全
な
日
本
型
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
で
あ
っ
た
。

最
近
で
き
た
よ
う
で
部
屋
の
内
装
は

明
る
く
快
適
。
中
国
で
安
い
ホ
テ
ル
は

シ
ャ
ワ
ー
の
出
が
悪
い
こ
と
や
ド
ア
が

閉
ま
り
に
く
い
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
つ
き

も
の
だ
が
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
設
備
は
し
っ

か
り
し
て
い
た
。

ホ
テ
ル
の
場
所
も
高
速
鉄
道
（
新
幹

線
）
厦
門
南
駅
近
く
に
あ
り
至
極
便
利

で
あ
る
。
宿
泊
料
も
１
泊
朝
食
付
き
で

５
１
０
０

円
と
お
手
頃
価
格
。

ホ
テ
ル
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
、
格

段
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
た

と
え
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
も
３
年
前
と
比
べ
て
、
大
変
厳

し
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
行
先

の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
、
ル
ー
ム
カ
ー

ド
が
な
け
れ
ば
動
か
な
い
仕
組
み
に
な
っ

て
い
た
。
つ
ま
り
、
宿
泊
者
以
外
の
者

が
ホ
テ
ル
に
入
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ

て
も
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
訪
問
者
は
フ
ロ
ン
ト
で
手
続
き
を

す
れ
ば
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
カ
ー
ド
を
渡
し

て
く
れ
る
。
夜
に
な
る
と
警
備
員
が
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
前
に
机
を
置
い
て
訪
問

者
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。

ホ
テ
ル
の
隣
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
へ
買

い
物
に
行
っ
た
。
支
払
い
を
も
た
も
た

と
現
金
で
し
て
い
る
横
で
、
何
人
も
の

客
が
買
っ
た
品
物
に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
し

て
レ
ジ
を
済
ま
せ
て
出
て
い
く
。
店
員

は

買

う

人

を

見

向

き

も

し

な

い

で

私

の

現

金

支

払

い

の

相

手

を

し

て

く

れ

た
。

（
堺
支
部

浅
田
勝
美
）

５
月
23
日
、
女
性
部
第
５
回
学
習
会

「
反
戦
平
和
の
歩
み
を
語
る
」
を
15
名

の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

元
府
連
副
委
員
長
の
小
林
徳
子
さ
ん

が
満
州
時
代
の
地
図
を
示
し
な
が
ら
、

１
９
３
０
年
北
朝
鮮
・
清
津
で
生
ま
れ
、

フ
フ
ホ
ト
や
長
春
ま
で
10
カ
所
を
移
動
、

中
国
人
民
解
放
軍
の
看
護
師
と
し
て
、

学
習
し
な
が
ら
行
動
し
「
人
民
の
た
め

に
奉
仕
す
る
」
精
神
が
身
に
つ
き
、
25

年
間
の
貴
重
な
体

験
は
帰
国
後
の
活

動
に
生
か
さ
れ
た

と
90

歳
を
迎
え
て

も
元
気
に
話
さ
れ

ま
し
た
。
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こ
の
３
年
で
大
き
く
変
化
し
た
暮
ら
し

中
国
最
新
報
告

③

福
建
省
厦
門
と
福
州
を
訪
ね
て

５

月
19
日
「
第
４
回
市
民
公
開
講

座
」
が
サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
後

の
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
し
た
が
47

名
参
加
し
、
は
じ
め
に
、
ま
ぎ
ー
マ

モ
ル
一
座
に
よ
る
の
鮮
や
か
な
マ
ジ
ッ

ク
バ
ル
ン
シ
ョ
ー
が
あ
り
、
バ
ル

ー
ン
の
お
み
や
げ
も
あ
り
会
場
が
和

み
ま
し
た
。

「
い
ま
考
え
よ
う
・
・
日
本
と
中

国
の
関
係
を
ど
う
す
る
」
テ
ー
マ
の

小
牧
薫
さ
ん
の
講
演
に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、
「
難
し
い
こ
と
で

は
あ
る
が
、
負
の
遺
産
・
加
害
の
歴

史
を
次
世
代
に
正
し
く
伝
え
続
け
て

い
く
こ
と
の
重

要
性
を
再
認
識

さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
」
「
政

治
体
制
に
関
ら

ず
、
日
本
で
も

中
国
で
も
若
い

人
達
へ
の
歴
史

教
育
の
大
切
さ

を
思
わ
さ
れ
た
」

「
小
学
校
の
教

科
書
・
教
師
が
ど
う
い
う
姿
勢
に
立

つ
か
、
組
合
な
ど
の
共
同
学
習
行
動

が
必
要
。
良
心
に
し
た
が
っ
て
歴
史

を
つ
く
る
。

憲
法
９
条
を
守
っ
て
き
た
こ
と

は
誇
り
。
こ
れ
を
守
り
つ
づ
け
て

世
界
の
平
和
を
前
進
さ
せ
る
」
な

ど
よ
く
わ
か
っ
た
と
い
う
感
想
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
学
習
・
講
演
会

で
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
希
望
し

ま
す
か
？
に
は
、
現
代
中
国
の
様

子
・
日
中
交
流
の
歴
史
・
日
中
戦

争
問
題
（
歴
史
認
識
問
題
）
に
多

く
の
希
望
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

行
事
を
希
望
し
ま
す
か
？
に
は
、

音
楽
会
や
演
奏
会
・
史
跡
探
索
・

春
節
・
お
月
見
・
料
理
交
流
会
・

食
事
交
流
会
に
多
く
の
希
望
が
あ

り
ま
し
た
。

ご
参
加
、
ご
支
援
を
く
だ
さ
い
ま

し
た
団
体
、
そ
し
て
皆
様
方
に
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

上
村

康
夫

５
月
17
日
、
第
８
回
支
部
総
会
を

13
名
が
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

総
会
初
参
加
の
方
の
た
め
の
自
己

紹
介
で
は
「
も
っ
と
勉
強
し
た
い
の

で
」
「
日
中
は
平
和
に
か
か
わ
る
団

体
と
知
り
入
会
」
「
大
学
時
代
の
集

ま
り
で
日
中
の
知
り
合
い
に
勧
め
ら

れ
、
平
日
な
の
で
参
加
し
た
」
「
勉

強
に
な
っ
て
い
る
、
入
っ
て
良
か
っ

た
」
な
ど
の
発
言
を
聞
き
、
日
中
友

好
運
動
は
常
に
学
習
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
こ
の
運
動
は
放
せ
な
い

東
大
阪
市
に
比
べ
て
小
さ
い
、
も
っ

と
大
き
く
し
た
い
」
「
地
域
で
知
っ

て
い
る
帰
国
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
日

本
人
と
仲
良
く
な
れ
な
い
、
住
宅
で

知
り
合
い
の
中
国
人
６
人
と
交
流
、

帰
国
者
中
国
人
に
組
織
作
っ
て
く
れ

と
提
案
、
自
治
会
長
も
援
助
す
る
と

約
束
し
て
い
る
」
と
発
言
。

来
賓
の
嶋
倉
久
美
子
市
会
議
員
か

ら
「
行
政
も
ゴ
ミ
の
出
し
方
な
ど
４

か
国
語
で
発
信
し
て
い
る
が
そ
れ
を

利
用
し
て
い
な
い
か
も
」
「
字
が
読

め
な
い
帰
国
者
に
、
子
供
か
ら
親
に

伝
え
る
と
か
現
場
を
見
せ
て
分
か
ら

せ
る
」
「
帰
国
者
と
の
共
生
に
力
を

入
れ
た
い
」
な
ど
発
言
が
続
き
、
最

後
に
令
和
に
つ
い
て
浜
副
会
長
が
解

説
さ
れ
、
新
役
員
を
選
出
し
終
了
し

ま
し
た
。

栗
山

俊
子

東
大
阪
支
部
総
会

帰
国
者
と
の
共
生
に
力
を

小
林
さ
ん
の
話
を
聞
く
会

堺
支
部

第
４
回
市
民
講
座

日
本
と
中
国
の
関
係
を
ど
う
す
る
？

笠原十九二さん講演会

日本は中国で

何をしたか
８月２５日(日）13：30

エル・おおさか南館5Ｆ

南京事件研究「日中

戦争全史」著者が語る

参加費 １０００円

と
て
も
快
適
な
厦
門
の

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は

格
段
に
厳
し
い
も
の
に

コ
ン
ビ
ニ
で
も

ス
マ
ホ
決
済


